
はぴｅ-ＰｉＴａＰａカードのサービス概要

■会員のメリット

①公共交通機関が利用しやすくなる。 ③「はぴｅポイント」の使い勝手が良くなる。

■ポイントと決済の流れ

②決済が一元管理できるようになる。

関電グループのサービスを利用（※）
はぴｅポイントクラブ加盟店を利用
クレジット決済を利用

ＰｉＴａＰａの交通利用代金として還元ＰｉＴａＰａ加盟店でショッピング利用

「はぴｅポイント」が貯まる

「ショップｄｅポイント」が貯まる

■「はぴeポイント」の利便性向上

はぴｅポイントの使い道
１．約１５０種類のギフトからチョイス。
２．ＡＮＡマイレージに交換
３．関西グリーン電力基金に寄付

４．ショップｄｅポイントに交換＋

～現在～ ～新規～

別紙１

ご利用額のご請求は、
「はぴｅＶＩＳＡカード」に
一本化

（※印は、はぴｅプラン加入者のみ対象）

※ＰｉＴａＰａ機能を搭載した新たなカードを発行します
※上記のカード券面デザインは、仮のものです

「はぴｅポイント」を
「ショップｄｅポイント」に
移行可能

ＰｉＴａＰａ導入交通機関を利用



＜別紙２＞ 
 

各サービスの概要 

 

 

◆ はぴｅポイントクラブ 

 

関西電力のオール電化契約メニュー「はぴｅプラン」にご加入されているお客さまを

メインターゲットとした、どなたでもご入会いただける会員制クラブ。 

 電気のご利用をはじめ、様々な生活シーンでポイントを獲得いただけるほか、カード

を提示するだけで優待特典を受けることができる加盟店網を構築。 

 

・ 開始時期：平成１７年７月 

・ 会員数 ：約８０,０００人（家族会員含まず） 

※内、はぴｅＶＩＳＡカード会員約２０,０００人 

・ はぴｅポイントクラブ加盟店：飲食店・美容室・ホテルなど、約６００店 

 

◆ ＰｉＴａＰａ 

 

電車・バスの利用や飲食・ショッピングなどに使える、非接触ＩＣカードによるポス

トペイ（後払い）方式の決済サービス。 

２００６年４月現在、大阪市営地下鉄・バス、阪急電鉄（神戸高速線を除く）、京阪

電車（大津線・ケーブル線を除く）、阪神電車、能勢電鉄、大阪モノレール、北大阪急

行、阪急バス(※)、神姫バス(※)で利用可能。また、ＪＲ西日本（ＩＣＯＣＡエリア）

でもＰｉＴａＰａカードが利用できます。（※路線ごとに順次導入） 

  さらに、東京から沖縄まで全国約５０００店舗以上の「ＰｉＴａＰａ加盟店」でのシ

ョッピングや飲食にもご利用可能となっています。 

  今後も、交通ご利用エリア、ＰｉＴａＰａ加盟店ともにさらに拡大していく予定です。 

 

・ 会員数  ：約３２万人 

・ 物販加盟店：５，０００店舗以上 

 

 
（数値は全て平成１８年３月末現在） 
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各 社 の 概 要 

 
 
◆関西電力株式会社 
  所 在 地：大阪市北区中之島３－６－１６ 
  社  長：森 詳介 
  設  立：昭和２６年５月 
  資 本 金：４，８９３億円 
  事業内容：電気事業 
 
◆株式会社スルッとＫＡＮＳＡＩ 
  所 在 地：大阪市中央区南船場３－１１－１８ 
  社  長：新谷 和英 
  設  立：平成１２年７月 
  資 本 金：１億１，５２０万円 
  事業内容：「スルッとＫＡＮＳＡＩ」対応磁気カード乗車券の販促・普及 
              エリア内フリーチケットなどの企画・販売 
              鉄道・バスグッズの企画・製作・販売 
              ＩＣ決済サービス「ＰｉＴａＰａ」の運営  など 
 
◆三井住友カード株式会社 
  所 在 地：東京都港区新橋５－２－１０ 
  社  長：栗山 道義 
  設  立：昭和４２年１２月 
  資 本 金：３４０億円３千円 
  事業内容：クレジットカードに関する業務、ローン業務等 
 


